
部 課

大分類

小分類

台

22,957 ㎡

％ 100 ％

32 年 ㎡

なし

（備考）

あり

（利用状況分類： )

令和3年度

（千円） ●収入

令和3年度

1,636,770

266,726

消耗品費 159,844

光熱水費 39,725

委託費 610,431

通信費 409

使用料・賃借料 229

施設修繕料 485,226

その他 74,181 ●単位当たり年間コスト

0

0

【８】特記欄

事業運営費 0 令和3年度 令和4年度

指定管理者の支出 0 利用者当たり支出（円/人） ― ―

512,265

84,550

610,234 （千円）

375 令和3年度 令和4年度

面積当たり支出（円/㎡） 67,014 68,034

支出合計 1,661,684 収入合計 814,466 858,015

人件費 249,973 使用料収入 0 0

維
持
管
理
費

153,650 利用料金収入 0 0

50,408 その他収入 814,466 858,015

229 指定管理料（参考） ― ―

【７】施設の運営・管理に関する年間コスト

●支出 （千円）

令和4年度 令和3年度 令和4年度

　　うち非常勤職員等 9 人

　　うち常勤職員 22 人

　　うち再任用職員等 20 人

【５】施設の利用状況 利用状況を把握しない施設 【６】職員の配置状況

令和4年度 配置職員数 51 人

（災害時機能名） 子育て支援機能 なし 車椅子対応

エレベーター （備　考） 補足事項

複合等施設名

【４】防災情報及びバリアフリー対応

災害時機能 出入り口の段差解消 あり 　　多機能トイレ あり

財産区分

1 北清掃工場 単独 H3 24,424 ＳＲＣ造 新耐 行政財産

行政財産

【３】建物の構成

№ 建物名称 複合等利用 建築年度 築年数 延床面積 構造 耐震化

用途地域 指定なし 建ぺい率 50 容積率 財産区分

廃棄物処理施設

施設配置の
基本的な考え方
（施設分類ごと）

【２】土地の状況

敷地面積 土地保有状況 市保有 （備考）

　計画的・効率的な保全・改修・更新を実施しながら将来も維持していく
が、更新の際は、将来の需要予測に基づく適正な施設規模について検討
する

休館（所・園）日
　日曜日
　年末年始等

交通 　（バス停）北の丘センター

来客用駐車場
21

設置目的 　一般廃棄物の処分

業務内容 　一般廃棄物の破砕・焼却処理

運営形態 直営

― 北清掃工場

施設外観

開設年度 H3

所在地 相模原市緑区下九沢2074-2

設置根拠
　相模原市一般廃棄物処理施設の設置に関する
条例

想定圏域 広域
施設
分類

資源循環系施設

開館（所・園）時間
　午前8時30分～午前11時45分
　午後1時～午後4時

更新目安 ―

　　　　　　　              　公共施設カルテ № 567

【１】基本情報 令和5年3月31日時点作成

施設名称 北清掃工場
所管課 局 環境経済局



部 課

大分類

小分類

台

36,776 ㎡

％ 100 ％

26 年 ㎡

なし

（備考）

なし

（利用状況分類： )

令和3年度

（千円） ●収入

令和3年度

644,984

206,618

消耗品費 15,699

光熱水費 36,956

委託費 118,819

通信費 1,219

使用料・賃借料 7,006

施設修繕料 8,699

その他 2,048 ●単位当たり年間コスト

247,919

0

【８】特記欄

事業運営費 318,762 令和3年度 令和4年度

指定管理者の支出 0 利用者当たり支出（円/人） ― ―

20,405

2,790

129,506 （千円）

1,295 令和3年度 令和4年度

面積当たり支出（円/㎡） 132,572 157,349

支出合計 765,527 収入合計 107,926 108,975

人件費 223,956 使用料収入 22 22

維
持
管
理
費

17,309 利用料金収入 107,905 0

44,453 その他収入 0 108,953

7,051 指定管理料（参考） ― ―

【７】施設の運営・管理に関する年間コスト

●支出 （千円）

令和4年度 令和3年度 令和4年度

　　うち非常勤職員等 5 人

　　うち常勤職員 26 人

　　うち再任用職員等 10 人

【５】施設の利用状況 利用状況を把握しない施設 【６】職員の配置状況

令和4年度 配置職員数 41 人

（災害時機能名） 子育て支援機能 なし 車椅子対応、オストメイト、オムツ替えベッド

エレベーター （備　考） 補足事項

複合等施設名

【４】防災情報及びバリアフリー対応

災害時機能 出入り口の段差解消 なし 　　多機能トイレ あり

財産区分

1 津久井クリーンセンター 単独 H9-H27 4,865 鉄骨造 新耐 行政財産

行政財産

【３】建物の構成

№ 建物名称 複合等利用 建築年度 築年数 延床面積 構造 耐震化

用途地域 指定なし 建ぺい率 50 容積率 財産区分

廃棄物処理施設

施設配置の
基本的な考え方
（施設分類ごと）

【２】土地の状況

敷地面積 土地保有状況 市保有 （備考）

　計画的・効率的な保全・改修・更新を実施しながら将来も維持していく
が、更新の際は、将来の需要予測に基づく適正な施設規模について検討
する

休館（所・園）日
　日曜日
　年末年始等

交通 　（バス停）津久井クリーンセンター前

来客用駐車場
17

設置目的 　廃棄物の一時保管、し尿等の処理

業務内容

　一般廃棄物等を市内にある焼却施設へ運搬して
焼却するまでの間、一時的に保管
　市内全域のし尿・浄化槽汚泥等・ディスポーザ汚
泥の処理

運営形態 直営

―
津久井クリー
ンセンター

施設外観

開設年度 S36

所在地 相模原市緑区青山3385-2

設置根拠
　相模原市一般廃棄物処理施設の設置に関する
条例

想定圏域 広域
施設
分類

資源循環系施設

開館（所・園）時間
　ごみの搬入時間：午前9時～正午、午後1時～4時
　（注）粗大ごみは、正午～午後1時も搬入可

更新目安 ―

　　　　　　　              　公共施設カルテ № 568

【１】基本情報 令和5年3月31日時点作成

施設名称 津久井クリーンセンター
所管課 局 環境経済局



部 課

大分類

小分類

台

47,119 ㎡

％ 200 ％

14 年 ㎡

なし

（備考）

あり

（利用状況分類： )

令和3年度

（千円） ●収入

令和3年度

2,372,883

217,373

消耗品費 314,177

光熱水費 48,882

委託費 639,221

通信費 251

使用料・賃借料 2,537

施設修繕料 439,300

その他 692,295 ●単位当たり年間コスト

18,848

0

【８】特記欄

事業運営費 22,036 令和3年度 令和4年度

指定管理者の支出 0 利用者当たり支出（円/人） ― ―

587,948

52,553

579,267 （千円）

269 令和3年度 令和4年度

面積当たり支出（円/㎡） 100,359 77,655

支出合計 1,836,055 収入合計 1,143,550 1,255,519

人件費 206,383 使用料収入 0 0

維
持
管
理
費

333,117 利用料金収入 0 0

51,558 その他収入 1,143,550 1,255,519

2,924 指定管理料（参考） ― ―

【７】施設の運営・管理に関する年間コスト

●支出 （千円）

令和4年度 令和3年度 令和4年度

　　うち非常勤職員等 2 人

　　うち常勤職員 22 人

　　うち再任用職員等 13 人

【５】施設の利用状況 利用状況を把握しない施設 【６】職員の配置状況

令和4年度 配置職員数 37 人

（災害時機能名） 子育て支援機能 なし 車椅子対応、オストメイト、多機能ベッド

エレベーター （備　考） 補足事項 バリアフリー条例適合

複合等施設名 南清掃工場、麻溝台環境事業所、南部粗大ごみ受入施設、麻溝台リサイクルスクエア

【４】防災情報及びバリアフリー対応

災害時機能 出入り口の段差解消 あり 　　多機能トイレ あり

財産区分

1 南清掃工場 併設 H21 23,644 鉄骨造 新耐 行政財産

行政財産

【３】建物の構成

№ 建物名称 複合等利用 建築年度 築年数 延床面積 構造 耐震化

用途地域 準工業地域 建ぺい率 60 容積率 財産区分

廃棄物処理施設

施設配置の
基本的な考え方
（施設分類ごと）

【２】土地の状況

敷地面積 土地保有状況 市保有 （備考） 複数施設で併用

　計画的・効率的な保全・改修・更新を実施しながら将来も維持していく
が、更新の際は、将来の需要予測に基づく適正な施設規模について検討
する

休館（所・園）日
　日曜日
　年末年始等

交通 　（バス停）総合体育館前

来客用駐車場
15

設置目的 　一般廃棄物の処分

業務内容 　一般廃棄物の破砕・焼却処理

運営形態 直営

― 南清掃工場

施設外観

開設年度 S55

所在地 相模原市南区麻溝台1524-1

設置根拠
　相模原市一般廃棄物処理施設の設置に関する
条例

想定圏域 広域
施設
分類

資源循環系施設

開館（所・園）時間
　午前8時30分～午前11時45分
　午後1時～午後4時

更新目安 ―

　　　　　　　              　公共施設カルテ № 570

【１】基本情報 令和5年3月31日時点作成

施設名称 南清掃工場
所管課 局 環境経済局



部 課

大分類

小分類

台

98,587 ㎡

％ 80 ％

9 年 ㎡

なし

（備考）

なし

（利用状況分類： )

令和3年度

（千円） ●収入

令和3年度

143,172

74,198

消耗品費 10,386

光熱水費 30,488

委託費 9,270

通信費 40

使用料・賃借料 9,815

施設修繕料 3,123

その他 3,733 ●単位当たり年間コスト

2,119

0

【８】特記欄

事業運営費 1,984 令和3年度 令和4年度

指定管理者の支出 0 利用者当たり支出（円/人） ― ―

1,878

3,490

9,253 （千円）

49 令和3年度 令和4年度

面積当たり支出（円/㎡） 205,062 171,591

支出合計 119,803 収入合計 0 0

人件費 54,208 使用料収入 0 0

維
持
管
理
費

9,915 利用料金収入 0 0

29,216 その他収入 0 0

9,810 指定管理料（参考） ― ―

【７】施設の運営・管理に関する年間コスト

●支出 （千円）

令和4年度 令和3年度 令和4年度

　　うち非常勤職員等 1 人

　　うち常勤職員 7 人

　　うち再任用職員等 1 人

【５】施設の利用状況 利用状況を把握しない施設 【６】職員の配置状況

令和4年度 配置職員数 9 人

（災害時機能名） 子育て支援機能 なし

エレベーター （備　考） 補足事項

複合等施設名

【４】防災情報及びバリアフリー対応

災害時機能 出入り口の段差解消 なし 　　多機能トイレ なし

財産区分

1
一般廃棄物最終処分場
（含浸出水処理施設）

単独 H26 698 ＲＣ造 新耐 行政財産

行政財産

【３】建物の構成

№ 建物名称 複合等利用 建築年度 築年数 延床面積 構造 耐震化

用途地域 指定なし 建ぺい率 50 容積率 財産区分

廃棄物処理施設

施設配置の
基本的な考え方
（施設分類ごと）

【２】土地の状況

敷地面積 土地保有状況 市保有 （備考）

　計画的・効率的な保全・改修・更新を実施しながら将来も維持していく
が、更新の際は、将来の需要予測に基づく適正な施設規模について検討
する

休館（所・園）日 ―

交通 　(バス停）麻溝台公園前

来客用駐車場
―

設置目的 　焼却残渣、不燃物、汚泥等の処分

業務内容
　焼却残渣、不燃物、汚泥などを埋め立て及び浸
出水の管理

運営形態 直営

― 南清掃工場

施設外観

開設年度 S54

所在地 相模原市南区麻溝台3412

設置根拠
　相模原市一般廃棄物処理施設の設置に関する
条例

想定圏域 広域
施設
分類

資源循環系施設

開館（所・園）時間 ― 更新目安 ―

　　　　　　　              　公共施設カルテ № 571

【１】基本情報 令和5年3月31日時点作成

施設名称
一般廃棄物最終処分場
（含浸出水処理施設）

所管課 局 環境経済局



部 課

大分類

小分類

台

10,253 ㎡

％ 200 ％

31 年 ㎡

なし

（備考）

なし

（利用状況分類： )

令和3年度

（千円） ●収入

令和3年度

627,368

361,349

消耗品費 291

光熱水費 3,841

委託費 5,979

通信費 278

使用料・賃借料 21

施設修繕料 4,003

その他 203 ●単位当たり年間コスト

251,403

0

【８】特記欄

事業運営費 297,447 令和3年度 令和4年度

指定管理者の支出 0 利用者当たり支出（円/人） ― ―

1,675

209

6,688 （千円）

260 令和3年度 令和4年度

面積当たり支出（円/㎡） 320,776 345,523

支出合計 675,766 収入合計 254 397

人件費 364,953 使用料収入 0 0

維
持
管
理
費

150 利用料金収入 0 0

4,363 その他収入 254 397

21 指定管理料（参考） ― ―

【７】施設の運営・管理に関する年間コスト

●支出 （千円）

令和4年度 令和3年度 令和4年度

　　うち非常勤職員等 0 人

　　うち常勤職員 52 人

　　うち再任用職員等 2 人

【５】施設の利用状況 利用状況を把握しない施設 【６】職員の配置状況

令和4年度 配置職員数 54 人

（災害時機能名） 子育て支援機能 なし

エレベーター （備　考） 補足事項

複合等施設名

【４】防災情報及びバリアフリー対応

災害時機能 出入り口の段差解消 なし 　　多機能トイレ なし

財産区分

1 橋本台環境事業所 単独 H4 1,956 鉄骨造 新耐 行政財産

行政財産

【３】建物の構成

№ 建物名称 複合等利用 建築年度 築年数 延床面積 構造 耐震化

用途地域 工業専用地域 建ぺい率 60 容積率 財産区分

その他資源循環系施設

施設配置の
基本的な考え方
（施設分類ごと）

【２】土地の状況

敷地面積 土地保有状況 市保有 （備考）

　ごみの減量化・資源化等による収集量の変化や民間委託など収集運搬
体制の見直しにより、施設の集約化や規模の見直しを検討する

休館（所・園）日
　日曜日
　年末年始（12/31～1/3）

交通 　（バス停）石宮

来客用駐車場
8

設置目的
　ごみを収集するための拠点であり、収集運搬業務
のほか、集積場所の位置の相談、分別の啓発活動
を行う

業務内容 　一般ごみの収集業務

運営形態 直営

―
橋本台環境事

業所

施設外観

開設年度 H5

所在地 相模原市緑区橋本台2-14-23

設置根拠 　相模原市行政組織及び事務分掌規則

想定圏域 広域
施設
分類

資源循環系施設

開館（所・園）時間 　午前8時30分～午後5時
更新目安 ―

　　　　　　　              　公共施設カルテ № 572

【１】基本情報 令和5年3月31日時点作成

施設名称 橋本台環境事業所
所管課 局 環境経済局



部 課

大分類

小分類

台

3,787 ㎡

％ 100 ％

18 年 ㎡

なし

（備考）

なし

（利用状況分類： )

令和3年度

359

0

0

1

2,334

0

0.0%

（千円） ●収入

令和3年度

13,129

8,905

消耗品費 67

光熱水費 1,213

委託費 2,318

通信費 36

使用料・賃借料 0

施設修繕料 418

その他 0 ●単位当たり年間コスト

172

0

【８】特記欄

　【５】施設の利用状況　リユース家具事業を令和３年５月～令和４年３月まで休止したため、貸室の利用が無かった

事業運営費 3,432 令和3年度 令和4年度

指定管理者の支出 0 利用者当たり支出（円/人） ― 42,251

298

0

2,727 （千円）

87 令和3年度 令和4年度

面積当たり支出（円/㎡） 19,762 20,605

支出合計 13,689 収入合計 39 408

人件費 5,350 使用料収入 0 0

維
持
管
理
費

121 利用料金収入 0 0

1,674 その他収入 39 408

0 指定管理料（参考） ― ―

【７】施設の運営・管理に関する年間コスト

●支出 （千円）

令和4年度 令和3年度 令和4年度

年間総貸室可能時間数（時間） 2,334

年間総貸室利用時間数（時間） 1,584

貸室稼働率 67.8%

一日平均利用者数（人） 1 　　うち非常勤職員等 4 人

施設内貸室数（室） 1

年間開館日数（日） 359 　　うち常勤職員 0 人

年間利用者数（人） 324 　　うち再任用職員等 1 人

【５】施設の利用状況 貸室有り施設（時間貸し） 【６】職員の配置状況

令和4年度 配置職員数 5 人

（災害時機能名） 子育て支援機能 なし 車椅子対応、ベビーシート

エレベーター （備　考） 補足事項
災害時機能として、講習室を相模原北警察
署に貸出実績あり

複合等施設名 北部粗大ごみ受入施設、橋本台リサイクルスクエア

【４】防災情報及びバリアフリー対応

災害時機能 出入り口の段差解消 あり 　　多機能トイレ あり

財産区分

1 橋本台リサイクルスクエア 併設 H17 664 鉄骨造 新耐 行政財産

行政財産

【３】建物の構成

№ 建物名称 複合等利用 建築年度 築年数 延床面積 構造 耐震化

用途地域 指定なし 建ぺい率 50 容積率 財産区分

その他資源循環系施設

施設配置の
基本的な考え方
（施設分類ごと）

【２】土地の状況

敷地面積 土地保有状況 市保有 （備考）

　サービス提供を継続することを基本に、更新の際は、需要見込みに基づ
く適正な施設規模とし、清掃工場など関連する既存施設の余剰スペース
の活用について検討する

休館（所・園）日 　年末年始

交通 　（バス停）北の丘センター

来客用駐車場
22

設置目的

　家庭から排出された資源の再使用等を促進
　一般廃棄物の減量化、一般廃棄物の減量等に関
する情報を提供、一般廃棄物の減量等に係る市民
の意識の啓発

業務内容
　ごみの減量化・資源化のための普及啓発
　リユース家具の展示と譲渡

運営形態 直営

―
資源循環推進

課

施設外観

開設年度 H18

所在地 相模原市緑区下九沢2084-3

設置根拠 　相模原市立リサイクルスクエア条例

想定圏域 広域
施設
分類

資源循環系施設

開館（所・園）時間
　午前9時～午後5時
　（家具の申込と資源の持込は午後4時まで）

更新目安 ―

　　　　　　　              　公共施設カルテ № 576

【１】基本情報 令和5年3月31日時点作成

施設名称 橋本台リサイクルスクエア
所管課 局 環境経済局



部 課

大分類

小分類

台

4,395 ㎡

％ 100 ％

19 年 ㎡

なし

（備考）

―

（利用状況分類： )

令和3年度

（千円） ●収入

令和3年度

159,546

43,422

消耗品費 403

光熱水費 834

委託費 7,244

通信費 73

使用料・賃借料 14

施設修繕料 1,504

その他 106,052 ●単位当たり年間コスト

0

0

【８】特記欄

事業運営費 0 令和3年度 令和4年度

指定管理者の支出 0 利用者当たり支出（円/人） ― ―

0

104,417

7,207 （千円）

73 令和3年度 令和4年度

面積当たり支出（円/㎡） 160,913 143,210

支出合計 141,992 収入合計 55,763 50,286

人件費 28,773 使用料収入 0 0

維
持
管
理
費

483 利用料金収入 0 0

1,039 その他収入 55,763 50,286

0 指定管理料（参考） ― ―

【７】施設の運営・管理に関する年間コスト

●支出 （千円）

令和4年度 令和3年度 令和4年度

　　うち非常勤職員等 6 人

　　うち常勤職員 1 人

　　うち再任用職員等 2 人

【５】施設の利用状況 利用状況を把握しない施設 【６】職員の配置状況

令和4年度 配置職員数 9 人

（災害時機能名） 子育て支援機能 なし

エレベーター （備　考） 補足事項

複合等施設名 北部粗大ごみ受入施設、橋本台リサイクルスクエア

【４】防災情報及びバリアフリー対応

災害時機能 出入り口の段差解消 あり 　　多機能トイレ なし

財産区分

1 北部粗大ごみ受入施設 併設 H16 992 軽量鉄骨造 新耐 行政財産

行政財産

【３】建物の構成

№ 建物名称 複合等利用 建築年度 築年数 延床面積 構造 耐震化

用途地域 指定なし 建ぺい率 50 容積率 財産区分

その他資源循環系施設

施設配置の
基本的な考え方
（施設分類ごと）

【２】土地の状況

敷地面積 土地保有状況 市保有 （備考）

　サービス提供を継続することを基本に、更新の際は、需要見込みに基づ
く適正な施設規模とし、清掃工場など関連する既存施設の余剰スペース
の活用について検討する

休館（所・園）日
　日曜日
　年末年始等

交通 　（バス停）北の丘センター

来客用駐車場
28

設置目的 　一般廃棄物の処分

業務内容 　粗大ごみの受入れ

運営形態 直営

― 北清掃工場

施設外観

開設年度 H16

所在地 相模原市緑区下九沢2083-1

設置根拠
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律
　相模原市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理
等の推進に関する条例

想定圏域 広域
施設
分類

資源循環系施設

開館（所・園）時間 　午前9時～午後4時
更新目安 ―

　　　　　　　              　公共施設カルテ № 574

【１】基本情報 令和5年3月31日時点作成

施設名称 北部粗大ごみ受入施設
所管課 局 環境経済局



部 課

大分類

小分類

台

― ㎡

％ ― ％

7 年 ㎡

なし

（備考）

なし

（利用状況分類： )

令和3年度

358

81

0

2

4,654

9

0.2%

（千円） ●収入

令和3年度

11,042

8,905

消耗品費 78

光熱水費 0

委託費 1,850

通信費 37

使用料・賃借料 0

施設修繕料 0

その他 0 ●単位当たり年間コスト

172

0

【８】特記欄

　【７】施設の運営・管理に関する年間コスト　光熱水費については、供給を受けるNo.570_南清掃工場に含む

事業運営費 3,428 令和3年度 令和4年度

指定管理者の支出 0 利用者当たり支出（円/人） 136,325 44,596

0

0

1,887 （千円）

75 令和3年度 令和4年度

面積当たり支出（円/㎡） 13,711 13,511

支出合計 10,881 収入合計 28 262

人件費 5,350 使用料収入 0 0

維
持
管
理
費

141 利用料金収入 0 0

0 その他収入 28 262

0 指定管理料（参考） ― ―

【７】施設の運営・管理に関する年間コスト

●支出 （千円）

令和4年度 令和3年度 令和4年度

年間総貸室可能時間数（時間） 4,654

年間総貸室利用時間数（時間） 3,073

貸室稼働率 66.0%

一日平均利用者数（人） 1 　　うち非常勤職員等 4 人

施設内貸室数（室） 2

年間開館日数（日） 358 　　うち常勤職員 0 人

年間利用者数（人） 244 　　うち再任用職員等 1 人

【５】施設の利用状況 貸室有り施設（時間貸し） 【６】職員の配置状況

令和4年度 配置職員数 5 人

（災害時機能名） 子育て支援機能 なし 車椅子対応、オストメイト、ベビーシート

エレベーター （備　考） 補足事項

複合等施設名 南清掃工場、麻溝台環境事業所、南部粗大ごみ受入施設、麻溝台リサイクルスクエア

【４】防災情報及びバリアフリー対応

災害時機能 出入り口の段差解消 あり 　　多機能トイレ あり

財産区分

1 麻溝台リサイクルスクエア 併設 H28 805 鉄骨造 新耐 行政財産

―

【３】建物の構成

№ 建物名称 複合等利用 建築年度 築年数 延床面積 構造 耐震化

用途地域 ― 建ぺい率 ― 容積率 財産区分

その他資源循環系施設

施設配置の
基本的な考え方
（施設分類ごと）

【２】土地の状況

敷地面積 土地保有状況 ― （備考） No.570_南清掃工場を参照

　サービス提供を継続することを基本に、更新の際は、需要見込みに基づ
く適正な施設規模とし、清掃工場など関連する既存施設の余剰スペース
の活用について検討する

休館（所・園）日 　年末年始等

交通 　（バス停）総合体育館前

来客用駐車場
21

設置目的

　家庭から排出された資源の再使用等を促進
　一般廃棄物の減量化、一般廃棄物の減量等に関
する情報を提供、一般廃棄物の減量等に係る市民
の意識の啓発

業務内容
　ごみの減量化・資源化のための普及啓発
　リユース家具の展示と譲渡

運営形態 直営

―
資源循環推進

課

施設外観

開設年度 H29

所在地 相模原市南区麻溝台1524-1

設置根拠 　相模原市立リサイクルスクエア条例

想定圏域 広域
施設
分類

資源循環系施設

開館（所・園）時間
　午前9時～午後5時
　（家具の申込と資源の持込は午後4時まで）

更新目安 ―

　　　　　　　              　公共施設カルテ № 785

【１】基本情報 令和5年3月31日時点作成

施設名称 麻溝台リサイクルスクエア
所管課 局 環境経済局



部 課

大分類

小分類

台

― ㎡

％ ― ％

7 年 ㎡

なし

（備考）

なし

（利用状況分類： )

令和3年度

（千円） ●収入

令和3年度

93,169

41,093

消耗品費 447

光熱水費 0

委託費 8,392

通信費 72

使用料・賃借料 154

施設修繕料 72

その他 0 ●単位当たり年間コスト

42,940

0

【８】特記欄

事業運営費 48,432 令和3年度 令和4年度

指定管理者の支出 0 利用者当たり支出（円/人） ― ―

300

0

12,083 （千円）

76 令和3年度 令和4年度

面積当たり支出（円/㎡） 83,573 84,825

支出合計 94,565 収入合計 73,004 67,866

人件費 33,076 使用料収入 0 0

維
持
管
理
費

444 利用料金収入 0 0

0 その他収入 73,004 67,866

154 指定管理料（参考） ― ―

【７】施設の運営・管理に関する年間コスト

●支出 （千円）

令和4年度 令和3年度 令和4年度

　　うち非常勤職員等 7 人

　　うち常勤職員 1 人

　　うち再任用職員等 2 人

【５】施設の利用状況 利用状況を把握しない施設 【６】職員の配置状況

令和4年度 配置職員数 10 人

（災害時機能名） 子育て支援機能 なし 車椅子対応、オストメイト、オムツ替えベッド

エレベーター （備　考） 補足事項 バリアフリー条例適合

複合等施設名 南清掃工場、麻溝台環境事業所、南部粗大ごみ受入施設、麻溝台リサイクルスクエア

【４】防災情報及びバリアフリー対応

災害時機能 出入り口の段差解消 あり 　　多機能トイレ あり

財産区分

1 南部粗大ごみ受入施設 併設 H28 1,115 鉄骨造 新耐 行政財産

―

【３】建物の構成

№ 建物名称 複合等利用 建築年度 築年数 延床面積 構造 耐震化

用途地域 ― 建ぺい率 ― 容積率 財産区分

その他資源循環系施設

施設配置の
基本的な考え方
（施設分類ごと）

【２】土地の状況

敷地面積 土地保有状況 ― （備考） No.570_南清掃工場を参照

　サービス提供を継続することを基本に、更新の際は、需要見込みに基づ
く適正な施設規模とし、清掃工場など関連する既存施設の余剰スペース
の活用について検討する

休館（所・園）日
　日曜日
　年末年始等

交通 　（バス停）総合体育館前

来客用駐車場
24

設置目的 　一般廃棄物の処分

業務内容 　粗大ごみの受入れ

運営形態 直営

― 南清掃工場

施設外観

開設年度 H29

所在地 相模原市南区麻溝台1524-1

設置根拠
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律
　相模原市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理
等の推進に関する条例

想定圏域 広域
施設
分類

資源循環系施設

開館（所・園）時間 　午前9時～午後4時
更新目安 ―

　　　　　　　              　公共施設カルテ № 575

【１】基本情報 令和5年3月31日時点作成

施設名称 南部粗大ごみ受入施設
所管課 局 環境経済局



部 課

大分類

小分類

台

― ㎡

％ ― ％

18 年 ㎡

なし

（備考）

なし

（利用状況分類： )

令和3年度

（千円） ●収入

令和3年度

616,758

381,758

消耗品費 213

光熱水費 0

委託費 5,179

通信費 254

使用料・賃借料 36

施設修繕料 577

その他 0 ●単位当たり年間コスト

228,743

0

【８】特記欄

　【７】施設の運営・管理に関する年間コスト　光熱水費については、供給を受けるNo.570_南清掃工場に含む

事業運営費 260,218 令和3年度 令和4年度

指定管理者の支出 0 利用者当たり支出（円/人） ― ―

2,619

0

5,215 （千円）

248 令和3年度 令和4年度

面積当たり支出（円/㎡） 322,572 342,094

支出合計 654,084 収入合計 128 214

人件費 385,566 使用料収入 0 0

維
持
管
理
費

183 利用料金収入 0 0

0 その他収入 128 214

36 指定管理料（参考） ― ―

【７】施設の運営・管理に関する年間コスト

●支出 （千円）

令和4年度 令和3年度 令和4年度

　　うち非常勤職員等 0 人

　　うち常勤職員 55 人

　　うち再任用職員等 2 人

【５】施設の利用状況 利用状況を把握しない施設 【６】職員の配置状況

令和4年度 配置職員数 57 人

（災害時機能名） 子育て支援機能 なし

エレベーター （備　考） 補足事項

複合等施設名 南清掃工場、麻溝台環境事業所、南部粗大ごみ受入施設、麻溝台リサイクルスクエア

【４】防災情報及びバリアフリー対応

災害時機能 出入り口の段差解消 あり 　　多機能トイレ なし

財産区分

1 麻溝台環境事業所 併設 H17 1,912 鉄骨造 新耐 行政財産

―

【３】建物の構成

№ 建物名称 複合等利用 建築年度 築年数 延床面積 構造 耐震化

用途地域 ― 建ぺい率 ― 容積率 財産区分

その他資源循環系施設

施設配置の
基本的な考え方
（施設分類ごと）

【２】土地の状況

敷地面積 土地保有状況 ― （備考） No.570_南清掃工場を参照

　ごみの減量化・資源化等による収集量の変化や民間委託など収集運搬
体制の見直しにより、施設の集約化や規模の見直しを検討する

休館（所・園）日
　日曜日
　年末年始等

交通 　（バス停）県立相模原公園入口

来客用駐車場
7

設置目的
　ごみを収集するための拠点であり、収集運搬業務
のほか、集積場所の位置の相談、分別の啓発活動
を行う

業務内容 　一般ごみの収集業務

運営形態 直営

―
麻溝台環境事

業所

施設外観

開設年度 H17

所在地 相模原市南区麻溝台1524-1

設置根拠 　相模原市行政組織及び事務分掌規則

想定圏域 広域
施設
分類

資源循環系施設

開館（所・園）時間 　午前8時30分～午後5時
更新目安 ―

　　　　　　　              　公共施設カルテ № 573

【１】基本情報 令和5年3月31日時点作成

施設名称 麻溝台環境事業所
所管課 局 環境経済局



部 課

大分類

小分類

台

2,895 ㎡

％ 100 ％

51 年 ㎡

なし

（備考）

なし

（利用状況分類： )

令和3年度

（千円） ●収入

令和3年度

154,757

139,194

消耗品費 106

光熱水費 1,596

委託費 2,433

通信費 236

使用料・賃借料 14

施設修繕料 294

その他 292 ●単位当たり年間コスト

10,592

0

【８】特記欄

事業運営費 11,508 令和3年度 令和4年度

指定管理者の支出 0 利用者当たり支出（円/人） ― ―

131

398

2,481 （千円）

236 令和3年度 令和4年度

面積当たり支出（円/㎡） 78,924 76,754

支出合計 150,502 収入合計 43,290 43,592

人件費 133,838 使用料収入 0 0

維
持
管
理
費

68 利用料金収入 0 0

1,829 その他収入 43,290 43,592

14 指定管理料（参考） ― ―

【７】施設の運営・管理に関する年間コスト

●支出 （千円）

令和4年度 令和3年度 令和4年度

　　うち非常勤職員等 2 人

　　うち常勤職員 19 人

　　うち再任用職員等 0 人

【５】施設の利用状況 利用状況を把握しない施設 【６】職員の配置状況

令和4年度 配置職員数 21 人

（災害時機能名） 子育て支援機能 なし

エレベーター （備　考） 補足事項

複合等施設名

【４】防災情報及びバリアフリー対応

災害時機能 出入り口の段差解消 なし 　　多機能トイレ なし

財産区分

1 相模台収集事務所 単独 S47-S56 1,961 鉄骨造 済 行政財産

行政財産

【３】建物の構成

№ 建物名称 複合等利用 建築年度 築年数 延床面積 構造 耐震化

用途地域 指定なし 建ぺい率 50 容積率 財産区分

その他資源循環系施設

施設配置の
基本的な考え方
（施設分類ごと）

【２】土地の状況

敷地面積 土地保有状況 市保有 （備考）

　ごみの減量化・資源化等による収集量の変化や民間委託など収集運搬
体制の見直しにより、施設の集約化や規模の見直しを検討する

休館（所・園）日
　土日、祝祭日
　年末年始等

交通 　（バス停）大野台入口

来客用駐車場
3

設置目的 　し尿や浄化槽汚泥の収集運搬拠点施設

業務内容
　し尿・浄化槽汚泥の収集、運搬
　処理手数料の賦課徴収

運営形態 直営

―
相模台収集事

務所

施設外観

開設年度 S58

所在地 相模原市南区麻溝台3-5-20

設置根拠

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律　第４条、第
６条の２
　相模原市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理
等の推進に関する条例

想定圏域 広域
施設
分類

資源循環系施設

開館（所・園）時間 　午前8時30分～午後5時
更新目安 ２期

　　　　　　　              　公共施設カルテ № 578

【１】基本情報 令和5年3月31日時点作成

施設名称 相模台収集事務所
所管課 局 環境経済局


